
 

～Ａ社で 20 年働いて退職し、次にＢ社で 5 年働いて退職した方の場合～ 
（Ａ社で 20 年積立、Ｂ社で 5 年積立の場合） 

 

【 1 冊の手帳で継続した場合の退職金 】 25 年分 → 2,474,439 円  ……① 

 

【 退職する都度請求し、2 回受け取った（継続しなかった）場合の退職金 】 

(20 年分→ 1,933,479 円)＋(5 年分→ 414,087 円) = 2,347,566 円 
（２回分の合計）････････② 

同じ 25 年分でも 1 冊の手帳で長く積立を継続した方が、 
126,873 円 （①-②）多 く受 け取 ることになります。  

継続が断然おトク
．．．

なんです！ 

 

 

 

 

  

建退共の退職金は、退職して事業所を変わっても先々の事業主（建設業）のところで共済

証紙を貼ってもらい、働いた日数分は全部通算されて支払われる仕組みとなっています。 

１冊の手帳で長く積立を続けると運用利益が大きくなり、受け取る時とても有利に

なります。 

現在の状況で当てはまるものはありますか？チェック☑してみてください！ 

□ 事業主となった。 □ 独立する。 □ 建設業で働かない。（建設業から引退） 

いずれかに該当した場合は、請求手続きができます。（積み立てが原則 500 日以上あること！） 

 

どれにも該当しない場合、例えば・・・ 

「建設業で働く可能性がある方」「仕事が決まっていない方」「まだ分からないという方」 

請求資格がある場合でも、請求手続きはちょっと待ってください。 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
   

<最初から日額 320 円で積立を始めた場合で、月 21 日働いたとして計算しています。> 
 

※ 退職金試算は「建退共長崎県支部」のホームページからアクセスすることができます。 

 

 

◆ 手帳には有効期限がありません
．．．．．．．．．．

。 

（建設業で働くようになったら、いつでも積み立て再開・継続が可能です。） 
 

◆ 次に建設業で働いた場合は、手帳があることをその事業主へ申し出てください。 
 

◆ 退職金を満額受け取るための請求資格は約 500日の積み立てからです。 

（被共済者死亡の場合は、約 250日の積み立てがあればご遺族の方が満額を受け取れます。） 

※積み立てが 250 日以上 500日未満の場合は、お問い合わせください。(℡ 095-893-7000) 
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例えば、 


